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平
成
二
十
八
年
度

　
　

善
行
川
柳

年
間
大
賞

選
者　

東　
　

逸
平

【
会
長
賞
】

○
広
島
の
折
鶴　

羽
ば
た
け　

世
の
平
和

北
海
道　

齊
藤　
　

勉　　

【
優
秀
賞
】

○
被
災
地
に　

心
だ
け
で
も　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

静
岡
県　

真
野　

和
代　

○
ち
ょ
っ
と
だ
け　

し
た
こ
と
な
の
に　

あ
り
が
と
う

　
　
　

香
川
県　

丸
野　

忠
義　

【
総
評
】

い
つ
も
な
が
ら
紙
上
に
掲
載
さ
れ
る
作
品
は
、
ど
れ
を

取
っ
て
も
素
晴
ら
し
い
。

時
事
的
な
も
の
も
、
得
難
い
作
品
が
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
善
行
川
柳
は
基
本
的
に
は
、
題
詠
と
さ
れ
て
い
て
、

善
行
と
い
う
言
葉
を
題
名
と
し
て
読
む
も
の
で
す
。

し
か
し
、
そ
れ
で
は
初
心
者
に
は
限
定
さ
れ
て
し
ま
っ

て
作
句
が
難
し
い
と
の
判
断
か
ら
、
雑
詠
と
し
て
題
詠
を

こ
と
ば
に
し
な
く
て
も
、
善
行
に
つ
な
が
る
作
品
で
あ
れ

ば
良
し
と
し
て
、
時
事
的
な
も
の
に
も
広
げ
て
き
ま
し
た
。

内
容
に
善
行
を
謳
っ
て
い
れ
ば
良
い
わ
け
で
す
。

〇
会
長
賞
の
作
品
は
、
善
行
の
究
極
に
あ
る
も
の
、
平
和

を
時
事
的
に
も
見
事
に
ま
と
め
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い

作
品
で
す
。

〇
優
秀
賞
は
、
誰
の
心
に
も
響
く
痛
切
な
祈
り
と
願
い
を
、

一
刻
も
惜
し
ん
で
駆
け
つ
け
た
い
気
持
ち
を
、
動
く
に

動
け
な
い
老
い
の
足
を
労
っ
て
詠
み
上
げ
ま
し
た
。〈
心

だ
け
で
も
〉
が
光
っ
て
い
ま
す
。

〇
も
う
一
つ
の
優
秀
賞
は
、
月
評
で
も
述
べ
ま
し
た
が
、

善
行
の
心
を
分
か
り
や
す
く
詠
ん
で
い
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
川
柳
は
人
の
呟
き
で
す
。
呟
き
を
川

柳
の
型
紙
に
当
て
は
め
る
だ
け
で
す
。

今
年
度
の
大
賞
・
優
秀
作
の
三
編
は
、
い
ず
れ
も
、
つ

ぶ
や
き
を
見
事
に
世
界
観
に
引
き
上
げ
て

創
ら
れ
ま
し
た
。
天
晴
れ
！
を
差
し
上
げ
ま
す
。
次
年

度
も
こ
の
調
子
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

ふる里自慢ふる里自慢

ふ
る
里
自
慢

ふ
る
里
自
慢

ピ
ー
と
笛
の
合
図
に
左
手

に
升
、
右
手
に
軍
配
を
持
っ

た
小
さ
な
大
黒
様
が
大
き
な

声
で
「
オ
ニ
ョ
オ
ニ
ャ
福
は

内
」
と
豆
を
ま
い
て
始
ま
る

の
は
伝
統
芸
能
獅
子
舞
の
一

場
面
で
あ
り
ま
す
。

高
崎
市
は
合
併
に
よ
り
、

伝
統
芸
能
「
一
人
立
三
頭
獅

子
舞
」
の
数
は
三
十
九
団
体

と
な
り
そ
の
数
で
関
東
一
と

な
り
ま
し
た
。

高
崎
の
獅
子
舞
は
荷
流
が

多
い
。
阿
久
津
の
獅
子
舞
は
、

那
須
の
獅
子
舞
（
甘
楽
郡
甘

楽
町
秋
畑
）
と
共
に
稲
荷
流

三
宗
家
の
一
つ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

石
原
町
清
水
の
獅
子
舞
保

存
会
に
伝
わ
る
い
く
つ
か
を

紹
介
す
れ
ば
、
道
拍
子
が
七

曲
・
神
社
な
ど
に
入
る
時
其

処
に
張
ら
れ
た
綱
を
切
っ
て

入
る
「
切
の
舞
」
大
き
な
幣

束
を
も
っ
て
踊
り
場
を
清
め

る
「
大
幣
の
舞
」、
神
社
に
奉

納
す
る
「
神
楽
の
舞
」、
そ
の

他
、
女
獅
子
隠
し
・
三
つ
上
・

弓
の
舞
・
志
ん
切
・
剣
の
舞

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

獅
子
舞
に
は
い
く
つ
か
の

褒
め
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
三
拍
子
づ
く
し
」、「
花
つ

く
し
」、「
山
づ
く
し
」、
舞
台

や
、
神
社
の
奉
納
の
折
、
舞

が
佳
境
に
入
る
こ
ろ
、
客
席

よ
り
暫
く
、
暫
く
、
し
ん
暫

く
の
声
に
獅
子
舞
は
中
断
し

そ
の
場
に
し
ゃ
が
み
こ
む
、

客
人暫

ら
く
暫
く
な
ど
と
、
お

と
ど
め
申
す
は
憚
り
な
が

群
馬
県
高
崎
支
部

ら
、
褒
め
る
様
こ
そ
知
ら
ね

ど
も
少
し
ば
か
り
褒
め
ま

し
ょ
う
、
山
づ
く
し
、
川
づ

く
し
中
を
取
り
わ
け
、
三

拍
子
づ
く
し
で
褒
め
ま
し
ょ

う
。
一
に
笛
、
二
に
賑
や
か

に
太
鼓
の
音
な
り
、
三
に
三

拍
子
打
ち
揃
え
（
中
省
略
）

天
下
泰
平
、
五
穀
豊
穣
、
御

村
繁
盛
と
致
す
べ
し
。
ま
だ

ま
だ
申
し
上
げ
た
き
事
御
座

候
へ
ど
も
、
下
手
な
長
口
上

は
、
御
神
様
も
恐
れ
入
り
、

御
客
様
も
ご
退
屈
、
ア
ラ
ア

ラ
申
し
上
げ
こ
れ
に
て
と
ど

め
置
き
ま
す
。

受
け
人

こ
れ
は
何
処
の
お
方
様
か
、

御
姓
名
は
存
じ
ね
ど
無
重
宝

な
る
獅
子
、
子
供
、
只
今
三

拍
子
づ
く
し
で
お
褒
め
に
預

か
り
し
段
、
獅
子
、
師
匠
一

同
申
す
に
及
ば
ず
拙
者
身
に

と
り
ま
し
て
い
か
ば
か
り
か

大
慶
至
極
に
存
じ
奉
る
、
こ

の
場
で
な
く
ば
、
ア
レ
ヘ
コ

レ
へ
と
お
招
き
、
お
茶
タ
バ

コ
お
酒
一
献
差
し
上
げ
べ
き

処
な
れ
ど
も
、
ご
覧
の
通
り

獅
子
舞
に
差
し
か
か
っ
て
御

座
い
ま
す
れ
ば
、
お
礼
の
義

は
後
日
に
申
し
上
げ
。

客
人こ

れ
は
、
こ
れ
は
、
私
風

情
の
奴
め
が
「
チ
ョ
ベ
ラ
コ

ベ
ラ
と
ハ
ベ
ラ
カ
シ
」
ご
一

同
様
に
は
お
叱
り
で
も
受
け

べ
き
と
こ
ろ
早
速
の
ご
返
礼

と
は
痛
み
入
り
た
る
御
口
上

受
け
人

然
ら
ば
御
免
蒙
り
ま
し
て
、

右
の
サ
サ
ラ
に
取
り
掛
か
ら

せ
ま
す
る
。
笛
の
衆
お
頼
み

申
す
。

客
人御

所
望　

御
所
望

笛
と
共
に
獅
子
舞
は
再
開

す
る
。

　郷
土
芸
能
獅
子
舞

善
行
川
柳	

選
者	

東　
　

逸
平

○

雪
解
け
で

　解
せ
ぬ
ニ
ュ
ー
ス
や

　又
今
日
も

北
海
道

齊
藤

　
　勉

評
／
正
直
、
人
生
の
達
人
に
と
っ
て
は
訳
の
分
か
ら
な
い
ニ
ュ
ー
ス

ば
か
り
で
す
な
。

　な
ん
と
か
人
間
愛
に
満
ち
た
ニ
ュ
ー
ス
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　《
雪
解
け
で
》
の
《
で
》
の
濁
り
は
い
け
ま
せ
ん
な
。

　《
又
今
日
も
》
の
《
又
》
は
漢
字
で
は
な
く
《
ま
た
今
日
も
》
と
す

る
と
良
い
で
す
ね
。

　《
雪
解
け
に

　降
っ
て
沸
く
ニ
ュ
ー
ス

　ま
た
今
日
も
》
で
は
。

○

北
国
の

　雪
降
る
海
の

　牡
蠣
う
ま
い

静
岡
県

真
野

　和
代

評
／
う
う
ん
、
い
い
ん
だ
け
ど
、
も
う
少
し
善
行
川
柳
流
に
捻
り
ま

し
ょ
う
よ
。

　《
避
難
者
に

　届
け
た
い
牡
蠣
の

　旨
さ
か
な
》

○

何
よ
り
も

　笑
顔
一
番

　妻
の
顔

香
川
県

丸
野

　忠
義

評
／
も
う
一
つ
、
良
い
の
が
有
り
ま
し
た
よ
。

　《
老
夫
婦

　じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
で

　笑
い
声
》

　選
者
な
ど
も
、
最
近
は
妻
の
顔
が
恐
く
見
え
て
ビ
ク
ビ
ク
す
る
日

　が
あ
り
ま
す
が

　や
っ
ぱ
り
妻
の
笑
顔
が
一
番
で
す
ね
。

　か
く
有
り
た
い
、老
夫
婦
の
日
常
は
。
そ
う
れ
！
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
！

　勝
っ
て
も
負
け
て
も
笑
い
顔
・
笑
い
顔

支
部
だ
よ
り

支
部
だ
よ
り

　　

大
分
県
大
分
支
部

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
へ
参
加

平
成
二
十
九
年
四
月
六
日

か
ら
十
五
日
ま
で
の
十
日

間
、
官
民
一
体
の
行
事
と
し

て
「
春
の
全
国
交
通
安
全
運

動
」
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
善
行
会
大
分
支
部
で

は
四
月
七
日
十
四
時
か
ら
街

頭
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

通
り
の
多
い
場
所
と
言
え
ば

大
分
市
の
中
心
部
に
あ
る
駅

前
通
り
で
す
。
商
店
街
前
の

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交
差
点
が
集

合
の
場
所
で
す
。
こ
の
運
動

で
は
会
員
の
（
松
井
萌
さ
ん

提
供
）
の
ミ
ニ
傘
が
力
を
発

揮
し
て
く
れ
ま
す
。

松
井
猛
支
部
長
の
挨
拶
の

あ
と
、
各
自
チ
ラ
シ
と
ミ
ニ

傘
を
手
に
ご
高
齢
の
方
を
中

心
に
声
掛
け
を
し
ま
し
た
。

「
高
齢
者
の
交
通
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
。」
と
呼
び
か

け
る
。
皆
さ
ん
立
ち
止
ま
り
、

「
ご
昔
労
様
で
す
」
と
か
え

る
返
事
、
嬉
し
く
な
り
ま
す
。

こ
の
様
な
や
り
取
り
、
一
時

間
の
予
定
が
三
十
分
位
で

終
了
、
支
部
長
の
終
了
の
挨

拶
、
皆
さ

ん
で
集
合

写
真
を
撮

り
、
支
部

長
の
お
茶

の
差
し
入

れ
を
頂
き

解
散
し
ま

し
た
。

新
会
員
名
簿
（
敬
称
略
）

（
北
見
地
区
支
部
）
高
橋
利

則
、
小
池
唯
夫
、
瀬
野
智
子
、

中
村
嘉
孝
、
岩
崎
實
、
武
田

一
義
、
角
谷
収
、
末
久
忠
則
、

北
見
木
工
協
同
組
合
理
事
長 

中
橋
孝
幸
（
北
海
道
釧
根
支

部
）
品
田
忠
、
吉
田
守
人
、

髙
橋
利
一
、
松
井
啓
市
（
岩

手
県
宮
古
支
部
）
ア
ー
ト
工

業
株
式
会
社
、
大
阪
建
設
株

式
会
社
、
株
式
会
社
海
幸
園
、

株
式
会
社
菊
地
建
設
、
株
式

会
社
佐
々
木
建
設
、
沢
与
建

設
株
式
会
社
、
三
陸
生
コ
ン

株
式
会
社
、
株
式
会
社
田
岡

商
店
、
東
海
電
業
株
式
会
社
、

株
式
会
社
村
山
電
気
商
会
、

陸
中
建
設
株
式
会
社
（
仙
台

支
部
）
上
田
進
、
齋
藤
良
子
、

佐
々
木
時
男
、
鈴
木
忠
雄
、

高
橋
健
一
、
畠
山
恭
、
本
間

昭
雄
、
三
浦
征
子
、
三
浦
又

英
、
米
木
正
二
、
伊
藤
信
行
、

太
田
哲
郎
、
𠮷
田
惠
、
山
岸

博
雅
、
早
坂
家
一
、
鎌
田
稔
、

石
川
禎
子
（
宇
都
宮
支
部
）

角
田
充
由
、佐
久
間
昌
平
（
埼

玉
県
支
部
）
相
原
伸
司
（
千

葉
県
支
部
）
中
村
俊
人
（
台

東
区
支
部
）
第
一
勧
業
信
用

組
合
東
浅
草
支
店 

（
大
田
区

支
部
）
加
藤
公
子
、
坂
井
悦

子 

（
世
田
谷
支
部
）
新
舘
豊

（
渋
谷
区
支
部
）
石
井
卓
男
、

柳
原
英
一
郎
、
永
山
充
、
村

川
益
清
、
甘
中
裕
樹
（
板
橋

支
部
）
瓜
生
一
仁
、
小
泉
輝

人
、
後
藤
昭
雄
、
清
水
淑
子
、

松
坂
美
帆
、
松
村
良
子
、
金

澤
陽
貴
（
練
馬
支
部
）
久
保

田
広
近
、
鈴
木
恭
一
郎
、
髙

山
佐
内
治
（
葛
飾
支
部
）
黒

沢
富
子
、
二
瓶
晃
一
、
石
橋

行
夫
、
小
林
隆
猛 

（
小
平
支

部
）
中
村
正
男
、
大
竹
廣
昭
、

宮
﨑
京
子
（
調
布
市
）
調
布

交
通
安
全
協
会
（
川
崎
支
部
）

伊
藤
義
昭
、
佐
藤
健
一
、
水

野
伊
佐
夫
（
小
田
原
支
部
）

湘
南
鴨
宮
・
大
和
自
動
車
学

校
会
長
井
上
三
郎
、
込
山
泰

正
、
佐
藤
和
子
、
袴
田
百
合

子
、
深
澤
昌
光
、
窪
倉
範
子

（
甲
府
支
部
）
萩
原
町
子
（
新

潟
県
）
目
黒
愛
子
（
魚
沼
支

部
）
原
豊
重
（
福
井
県
支
部
）

笠
嶋
義
憲
、
木
戸
口
勝
男
、

齋
藤
ケ
サ
ミ
、山
田
信
子
（
御

殿
場
支
部
）
勝
又
英
博
、
勝

間
田
博
文
、
小
林
惠
美
子
、

齋
藤
紀
江
、
菅
沼
芳
徳
、
瀬

戸
亮
策
、
高
橋
靖
銘
、
深
田

安
子
、
本
多
丞
次
、
望
月
健

一
郎	（
浜
松
支
部
）
池
田
恵

子
、
松
本
康
夫
（
愛
知
県
支

部
）
大
島
典
明
（
愛
知
県
豊

橋
支
部
）
鈴
木
昌
樹
、
高
木

信
彦
、
大
須
賀
哲
夫
、
安
達

正
光
、
杉
本
尋
司
（
大
阪
府

支
部
）
菊
井
秀
雄
、
堀
内
廣

美
（
吹
田
市
支
部
）
辻
本
興

一
、
西
沢
佳
子
（
岡
山
支
部
）

池
奥
孝
行
、
三
木
亮
治
、
大

森
雅
夫
（
香
川
県
支
部
）
尾

崎
繁
子
、
久
利
和
子
（
愛
媛

県
支
部
）
脇
博
義
、
石
川
祐

子
、
高
田
速
雄
、
鈴
木
宣
幸

（
福
岡
県
福
岡
支
部
）
秋
本

純
子
、
山
内
裕
文
（
福
岡
県

筑
後
支
部
）
浦
博
宣
、
浦
善

信
、
遠
藤
博
昭
、
岡
本
雅
子
、

河
野
竹
美
、
善
英
隆
、
徳
永

清
美
、
橋
爪
房
義
、
原
勝
明
、

山
田
良
治
（
佐
賀
県
唐
津
支

部
）
吉
原
豊
彦
（
熊
本
県
宇

土
支
部
）
芥
川
雄
二
、
宇
佐

川
照
孝
、
甲
斐
逸
郎
、
紫
垣

陸
夫
、
田
代
咏
子
、
富
永
セ

イ
子
、
萩
原
マ
サ
エ
、
福
島

惠
子
（
大
分
県
大
分
支
部
）

伊
賀
上
憲
子
、
高
山
福
代
、

和
田
正
子
、
大
塚
史
郎
、
竹

内
悦
子
、
芦
原
寿
満
子
、
廣

田
智
信
、
田
仲
満
紀
子
、
工

藤
桂
子
、
甲
斐
直
登
、
佐
藤

美
智
江
、
日
名
子
勝
德
（
平

成
28
年
７
月
～
平
成
28
年
12

月
末
日
迄
入
会
者
）


